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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 17日 (2006.11.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 方 向 に 延 び る 弁 軸 と 、 前 記 弁 軸 の 先 端 に 設 け ら れ 、 給 排 気 口 の 開 閉 を 行 な う 弁 体
と を 有 す る 駆 動 弁 と 、
　 前 記 弁 軸 に 連 結 さ れ た 一 方 端 と 、 支 持 部 材 に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 他 方 端 と を 有 し 、 前
記 他 方 端 を 中 心 に 揺 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 駆 動 弁 を 前 記 所 定 の 方 向 に 往 復 運 動 さ せ る
揺 動 部 材 と 、
　 前 記 弁 体 が 設 け ら れ た 先 端 と 前 記 一 方 端 が 連 結 さ れ た 位 置 と の 間 で 、 前 記 弁 軸 に 設 け ら
れ た 緩 衝 部 材 と 、
　 前 記 緩 衝 部 材 を 前 記 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 案 内 す る ガ イ ド 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 所 定 の 方 向 に 伸 縮 す る と と も に 、 前 記 駆 動 弁 の 往 復 運 動 に 伴 っ て
前 記 所 定 の 方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 前 記 弁 軸 の 変 位 を 吸 収
　

　

　
　

、 電 磁 駆 動 弁 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に 従 っ た 電 磁 駆 動 弁 は 、 所 定 の 方 向 に 延 び る 弁 軸 と 、 弁 軸 の 先 端 に 設 け ら れ 、
給 排 気 口 の 開 閉 を 行 な う 弁 体 と を 有 す る 駆 動 弁 と 、 弁 軸 に 連 結 さ れ た 一 方 端 と 、 支 持 部 材

し 、
前 記 弁 軸 は 、 前 記 緩 衝 部 材 の 表 面 に 当 接 す る 第 １ の 端 面 を 含 み 、 前 記 緩 衝 部 材 を 挟 ん で

前 記 一 方 端 が 連 結 さ れ た 側 に 位 置 す る 第 １ の 軸 部 と 、 前 記 緩 衝 部 材 を 挟 ん で 前 記 弁 体 側 に
位 置 す る 第 ２ の 軸 部 と を 有 し 、

前 記 第 １ の 端 面 が 前 記 緩 衝 部 材 の 表 面 上 で 摺 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 所 定 の 方 向 の 直
交 方 向 に 生 じ る 前 記 弁 軸 の 変 位 が 吸 収 さ れ 、

前 記 第 ２ の 軸 部 は 、 前 記 緩 衝 部 材 の 表 面 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 面 を 含 み 、
前 記 第 １ の 軸 部 は 、 前 記 第 １ の 端 面 の 面 積 が 前 記 第 ２ の 端 面 の 面 積 よ り も 大 き く な る よ

う に 形 成 さ れ て い る



に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ た 他 方 端 と を 有 し 、 他 方 端 を 中 心 に 揺 動 す る こ と に よ っ て 、 駆 動 弁
を 所 定 の 方 向 に 往 復 運 動 さ せ る 揺 動 部 材 と 、 弁 体 が 設 け ら れ た 先 端 と 一 方 端 が 連 結 さ れ た
位 置 と の 間 で 、 弁 軸 に 設 け ら れ た 緩 衝 部 材 と 、 緩 衝 部 材 を 所 定 の 方 向 に 沿 っ て 案 内 す る ガ
イ ド 部 材 と を 備 え る 。 緩 衝 部 材 は 、 所 定 の 方 向 に 伸 縮 す る と と も に 、 駆 動 弁 の 往 復 運 動 に
伴 っ て 所 定 の 方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の 変 位 を 吸 収 す る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 電 磁 駆 動 弁 に よ れ ば 、 緩 衝 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 に よ っ て 所 定 の 方
向 に 沿 っ て 案 内 さ れ て い る 。 こ の た め 、 緩 衝 部 材 の 、 所 定 の 方 向 の 直 交 方 向 へ の 移 動 を 規
制 し な が ら 、 そ の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の 変 位 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 同 時 に 、 緩
衝 部 材 が 所 定 の 方 向 に 伸 縮 す る こ と に よ っ て 、 弁 軸 の 熱 膨 張 差 や 部 品 の 組 み 付 け 誤 差 な ど
か ら 生 じ る 弁 体 の 位 置 決 め 誤 差 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、
弁 体 に よ る 給 排 気 口 の シ ー ル を 十 分 に 確 保 し つ つ 、 駆 動 弁 を 円 滑 に 往 復 運 動 さ せ る こ と が
で き る 。
　

　

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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弁 軸 は 、 緩 衝 部 材 を 挟 ん で
一 方 端 が 連 結 さ れ た 側 に 位 置 す る 第 １ の 軸 部 と 、 緩 衝 部 材 を 挟 ん で 弁 体 側 に 位 置 す る 第 ２
の 軸 部 と を 有 す る 。 第 １ の 軸 部 は 、 緩 衝 部 材 の 表 面 に 当 接 す る 第 １ の 端 面 を 含 む 。 第 １ の
端 面 が 緩 衝 部 材 の 表 面 上 で 摺 動 す る こ と に よ っ て 、 所 定 の 方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の
変 位 が 吸 収 さ れ る 。 第 ２ の 軸 部 は 、 緩 衝 部 材 の 表 面 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 面 を 含 む 。 第 １
の 軸 部 は 、 第 １ の 端 面 の 面 積 が 第 ２ の 端 面 の 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る
。

ま た 、 弁 軸 は 、 緩 衝 部 材 を 挟 ん で 一 方 端 が 連 結 さ れ た 側 に 位 置 す る 第 １ の 軸 部 と 、 緩 衝
部 材 を 挟 ん で 弁 体 側 に 位 置 す る 第 ２ の 軸 部 と を 有 す る 。 第 １ の 軸 部 は 、 緩 衝 部 材 の 表 面 に
当 接 す る 第 １ の 端 面 を 含 む 。 第 １ の 端 面 が 緩 衝 部 材 の 表 面 上 で 摺 動 す る こ と に よ っ て 、 所
定 の 方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の 変 位 が 吸 収 さ れ る 。 こ の た め 、 簡 易 な 構 成 で 、 所 定 の
方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の 変 位 を 吸 収 す る こ と が で き る 。

ま た 、 第 ２ の 軸 部 は 、 緩 衝 部 材 の 表 面 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 面 を 含 む 。 第 １ の 軸 部 は 、
第 １ の 端 面 の 面 積 が 第 ２ の 端 面 の 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め
、 第 １ の 端 面 と 緩 衝 部 材 の 表 面 と の 接 触 面 積 を 増 大 さ せ る こ と で 、 両 者 の 間 に 生 じ る 摺 動
抵 抗 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 緩 衝 部 材 の 表 面 の 摩 耗 を 抑 制 し つ つ 、 所 定
の 方 向 の 直 交 方 向 に 生 じ る 弁 軸 の 変 位 を ス ム ー ズ に 吸 収 す る こ と が で き る 。


	header
	written-amendment

